
 

 

 

小宮正安 

 

第 1 部 瀉血されるモーツァルト～医!術”の時代 

 第 1 部では、ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト（1756-91）やヨーゼフ・ハイドン

（1732-1809）が活躍した 18 世紀後半のウィーンを中心に、近代医学の誕生前夜、医学が医

“術”としての要素を濃厚に備えていた時代を追う。 

 医学の世界において、「術」を重んじる前近代的要素の中に、「学」を重視する近代的要素が

混ざり始めるという状況。それは、18 世紀後半の特徴でもある実験精神の目覚めとも相まって、

様々な発明品を生み出した。その一つがグラスハーモニカである。この音を聞くと、視覚障害や

体調不良が治るという触れ込みが出た一方で、精神に変調をきたすという噂も流れ、19 世紀には

廃れてしまった。ただしその神秘的かつ未曾有の響きには、多くの作曲家が魅了されている。モ

ーツァルトが最晩年の 1791 年に作曲した《グラスハーモニカのためのアダージョ ハ長調》しか

り、彼と同時代人のカール・レオポルト・レーリヒ（1754 頃-1804）が 1789 年に出版した《グラ

スハーモニカのための小品》しかり。後者は曲集の形をとっており、本日はその中から 2 曲を取

り上げる。 

 ヨーロッパの古い薬局に行くと、現在でも天井からワニの剥製がぶら下がっていたり、背後の

壁に年代物の薬壺がずらりと並べられていたりする。これは薬局……またその主である薬剤師

が、医術全盛の時代には患者の治療に関して大きな力を持っており、迷信に基づく薬も多数扱っ

ていたことの証。そんな状況が徐々に崩れつつあった 18 世紀後半、自分の力を過信し、若い娘に

ちょっかいを出す薬剤師を描いた喜劇的な歌劇が、1768 年に初演されたハイドンの歌劇《薬剤

師》だ。なおこの作品に登場する印象的な旋律を、ハイドンの若き友であったモーツァルトは、

1790 年に初演された歌劇《コジ・ファン・トゥッテ》の「女も 15 になれば」に採り入れている。 

 ヴィルヘルム・ポール（1759-1807 頃）も、こうした変化の時代を生きた医師であると同時に、

音楽愛好家として優れた作品を発表している。そんな彼が作った歌曲の一つが、1800 年に出版さ

れた《夢に見る姿》。同時代の詩人ルートヴィヒ・ヘルティ（1748-76）の詩を基にしており、同

じ詩人と題名でありながら、これとは別の詩に対し、モーツァルトも 1787 年に曲をつけている。 

 モーツァルトといえば、ウィーンの宮廷オペラでドイツ語による――さらには当時力を伸ばし

つつあった市民階級を念頭に置いた――歌劇を上演しようという動きに応え、《後宮からの誘

拐》を作ったことで有名だ。だがそれに先立ち、後世から彼の不倶戴天の敵という濡れ衣を着せ

られることとなったアントニオ・サリエリ（1750-1825）も、このジャンルの作品を作っている。

それこそが、1781 年に初演された歌劇《煙突掃除人》。しかもその台本を書いたのは、打診法も

発明した医師であるとともに、音楽や文学にも造詣の深かったレオポルト・アウエンブルッガー

（1722-1809）という人物である。意中の人と結婚したいと願う煙突掃除人が巻き起こす、ドタバ

タコメディだ。 

 医術と医学が混然としていた当時、瀉血のし過ぎが直接の死因となったともいわれるモーツァ

ルト。その彼が 1791 年に取り組むものの未完のまま残すこととなった《レクイエム》を、家庭で

も体験できるよう弦楽四重奏用に編曲したのが、ペーター・リヒテンタール（1778-1853）だ。彼

もまた医学を修めるかたわら、音楽にも造詣の深かった人物で、健康上の理由で後年移住したミ

ラノでは、モーツァルトの息子の一人、カール・トーマス・モーツァルト（1784-1858）とも親交

を結んだ。そんな交友の中から生まれたのが、本日その一部が演奏される《レクイエム》の弦楽

四重奏版なのである。 

 

 



 

 

 

 

 

第２部 外科医と旅するブラームス～医“学”の時代 

 第 2 部では、ルートヴィヒ・ファン・ベートーヴェン（1770-1827）や壮年期のヨハネス・ブラ

ームス（1833-97）が活躍した 19 世紀前半から半ばにかけてのウィーンを中心に、近代医学が整

えられ、「正統医学」として確立されていった時代を追う。 

 19 世紀の西洋音楽の潮流は「ロマン派」という概念で括られるが、その代表的な存在として挙

げられるのがブラームスだ。たしかに、1873 年に完成された《弦楽四重奏曲 第 1番》にもそうし

た要素が溢れており、激情と憂愁が交差する内容は、劇的な感情の表出という点でいかにもロマ

ン派らしい。ただしブラームスの場合、ベートーヴェンを偉大な先達として尊敬し、彼の作品が

体現する均整の取れた古典派的要素を重視していた点も重要だ。まただからこそ、ベートーヴェ

ンの真似事に終わらない創作のあり方を求め、多くの作品と同様に、この曲も完成まで 8 年もの

歳月を要することとなるのだが……。 

 この《弦楽四重奏曲 第 1 番》（さらには同時期に完成された第 2 番）を献呈されたのが、外科

医として近代医学の一翼を担った、テオドール・ビルロート（1829-94）だ。この出来事にも見ら

れるように、彼はブラームスと非常に懇意にしており、一緒に旅行もする仲だったが、それもこ

れもビルロートが音楽にもきわめて深い造詣を有していたからに他ならない。そんな彼の音楽的

才能を示すのが、1885 年に出版された歌曲《死への憧れ》。ゲオルク・ヘルヴェーク（1817-75）

というロマン派の詩人の詩に基づいており、外科医として生と死に立ち会い続けた医師が、その

死生観を音楽によって吐露した 1曲となっている。 

 ブラームスの尊敬の対象であったベートーヴェンは、30 歳を迎えた 1800 年に、弦楽器と管楽器

のための《七重奏曲》を完成させる。この曲が好評を得ると、家庭でおこなわれる室内楽の場で

も楽しんでもらうべく、1802 から 03 年頃にピアノ三重奏曲用に編曲し、ヨハン・アダム・シュミ

ット（1759-1809）という人物に献呈する。シュミットは高名な医師であり、耳の病に苦しむベー

トーヴェンの治療をおこなうと同時に、優れた音楽愛好家だったことから、この曲を献呈される

運びとなった。 

 ブラームスをドイツ音楽の立役者として高く評価し、ビルロートとも懇意にしていたのが、音

楽評論家として有名なエドゥアルト・ハンスリック（1825-1904）。彼は、青春時代に作曲した歌

曲をまとめ、《若き日の歌》というタイトルで 1882 年に出版するが、その中に収められた 1 曲が

「夕映えの湖よ」だ。テキストを書いたのは、同世代の詩人であるアルフレード・マイスナー

（1822-85）であり、彼は医学を修めたという経歴も相まって、医学や自然科学の用語を用いなが

らロマン派的な世界観を描く独特の作品を数多く残した。また、若き日のブラームスが 1852 年か

ら 53 年にかけて作曲した《6 つの歌》にも「余波」という独特のタイトルを持つマイスナーの詩

を基にした曲が収められている。 

 ゼップ・ローゼッガー（1874-1948）も、医師であり作曲家として活躍した人物。彼の父親のペ

ーター・ローゼッガー（1843-1918）は、文筆家として有名であると同時に、オーストリア南東部

のシュタイヤーマルク地方の民謡の採集にも熱意を燃やした。そうした父親からの影響もあっ

て、1944 年に出版されたのが、ピアノ連弾のための『シュタイヤー風レントラー組曲《森のふる

さとから》』である。 

 そして、ゼップの父親であったペーターとともにシュタイヤーマルク地方の民謡を採集したの

が、リヒャルト・ホイベルガー（1850-1914）だ。喜歌劇の作曲家として名を残している彼は、若

い頃にはいわゆるクラシック音楽の正統派の作曲家として、ブラームスに象徴される保守的な流

れに属する存在と見られていた。そんな彼が 1877 年に作曲した弦楽六重奏／弦楽合奏用の作品が

《夜想曲》である。 



 

 

 

 

第３部 自然療法にはまるワーグナー～医“療”の時代 

 第 3 部では、リヒャルト・ワーグナー（1813-83）やグスタフ・マーラー（1860-1911）が活躍

した19世紀後半から20世紀にかけてのウィーンを中心に、自然療法をはじめとする「医療」が、

近代医学と並ぶもう一つの「医」の在り方を確立していった時代を追う。 

 その象徴的な人物こそ、ワーグナーだ。69 歳と当時としては長命を得ただけでなく、旺盛な創

作力や生命力でつとに有名な彼だが、実は生涯にわたり様々な疾患に苦しんだ。そうした中でワ

ーグナーは、近代医学とは異なるアプローチによって病や健康を捉える自然療法に目覚めてゆく

のだが、折しもそうした最中の 1854 年に着想を得て、1857 年から 59 年にかけて手掛けたのが、

媚薬をテーマとした中世の恋愛物語を基にした楽劇《トリスタンとイゾルデ》だ。しかも題材自

体は古いものでありながら、音楽はきわめて斬新であり、「前奏曲」の冒頭に現れる憧れと焦燥

を宿した和音（いわゆる「トリスタン和音」）は、その典型である。 

 なお、近代科学の視点から見れば荒唐無稽にさえ思えるこの物語に共感したのは、ワーグナー

だけでない。ハインリヒ・ホフマン（1842-1902）が、中世の宮廷に花咲いた恋愛歌の同時代訳

（原作者は 12 世紀の詩人ハインリヒ・フォン・ヴェルデケ、訳者はハインリヒ・シュトロック

〈1829-1905〉）に音楽を付け、1875 年に出版した《5 つの愛の歌》にも《トリスタンとイゾル

デ》が登場する。 

 こうした動きの背景には、近代医学全盛の時代にあって、それがどうしてもカバーしきれない

領域に、人々の関心が向かい始めていたことが考えられる。ヨーゼフ・シュトラウス（1827-70）

のワルツ《天体の音楽》もその一つだ。1863 年に催された「医学舞踏会」のために書かれたもの

だが、この時の舞踏会のテーマが「天球の音楽」。宇宙の調和が、人体の調和や音楽の調和と共

鳴するという古代ギリシア以来の考え方に、近代医学を奉じる人々が関心を抱いていた点が興味

深い。 

 ワーグナーを自然療法へ向かわせた一人が、テオドール・ウーリヒ（1822-53）という人物だ。

ワーグナー同様に幅広い分野に才能を発揮し、作曲や演奏、さらには音楽批評や思想活動もおこ

なった彼から、当時ドイツ語圏で徐々に広まりつつあった水治療を勧められたのがきっかけだっ

た。さらに、ワーグナーの盟友であり、後年彼の義父となるフランツ・リスト（1811-86）が、こ

の頃ドイツ語圏で広まりつつあった動物愛護に深い関心を示したことも、ワーグナーに自然との

関係の中で人間の健康や医療というものを見つめさせることとなった。そんな両者の関係を象徴

する作品の一つが、1882 年に初演されたワーグナー最後の作品、舞台神聖祝典劇《パルジファ

ル》に登場する聖杯城への行進を、自由にアレンジしたリストのピアノ曲「聖杯への厳かな行

進」だ。 

 自然への共感ということでは、ワーグナーから大きな影響を受けたマーラーも例外ではない。

彼が 1895 年から 96 年にかけて作曲した《交響曲 第 3 番》は、雄大な自然と、それを前にした人

間存在のあり方が一つのテーマとなっている。元々この曲の各楽章には標題が付けられていたが

（後に削除）、本日取り上げる第 2 楽章のそれは「野原の花々が私に語ること」。長閑な曲想の

中に突如現れる残酷さや恐怖が人間につきつける問い。 

 マーラーは、精神科医であり心理学者のジークムント・フロイト（1856-1939）をはじめ、世紀

転換期のウィーンで活躍した、新時代の医の従事者と交流した。そうした動きの中で学んだ一人

が、やがて咽頭科学の分野で活躍するとともに、作曲や演奏の分野にも大きな功績を残したヘル

マン・マルシク（1878-1969）だ。彼が作った《ホルンとピアノのためのロマンツェ》は、作曲や

初演の年こそ不明だが、1925 年にウィーンの王宮で時のウィーン・フィルハーモニー管弦楽団の

首席ホルン奏者だったカール・シュティーグラー（1876-1932）によって演奏されるほど、優れた

評価を受けた 1曲である。 


